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NY マーケットレポート（2017 年 7 月 13 日） 

 

NY 市場では、序盤に発表された米生産者物価指数が市場予想を上回る結果となったことや、株価や欧米の国債利回りが上昇したことなどを受

けて、円が売られる動きとなり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。また、イエレン FRB 議長は、2 日目の公聴会で労働市場の引き締まりに

触れ、賃金と物価が上昇し始める可能性があるとしたことを受けて、ドルが買われる場面もあった。 

そして、マーケットの注目は、14日の米消費者物価指数、小売売上高に移っているとの見方もあり、その後は小動きの展開が続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 24.7 万件（予想 24.5 万件・前回 25.0 万件） 

前回発表の 24.8 万件から 25.0 万件に修正 

 

米失業保険継続受給者数 194.5 万人（予想 195.0 万人・前回 196.5 万人） 

前回発表の 195.6 万人から 196.5 万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 
出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/07/08・・・247,000・・・ -3,000・・・245,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/07/01・・・250,000・・・ +6,000・・・243,500・・・・1,945,000・・・・1.4％ 

17/06/24・・・244,000・・・ +2,000・・・242,250・・・・1,965,000・・・・1.4％ 

17/06/17・・・242,000・・・ +4,000・・・245,000・・・・1,945,000・・・・1.4％ 

17/06/10・・・238,000・・・ -7,000・・・243,250・・・・1,942,000・・・・1.4％ 

17/06/03・・・245,000・・・-10,000・・・242,000・・・・1,935,000・・・・1.4％ 

17/05/27・・・255,000・・・+20,000・・・239,750・・・・1,929,000・・・・1.4％ 

17/05/20・・・235,000・・・ +2,000・・・235,500・・・・1,919,000・・・・1.4％ 

17/05/13・・・233,000・・・ -3,000・・・241,000・・・・1,924,000・・・・1.4％ 

17/05/06・・・236,000・・・ -2,000・・・243,500・・・・1,899,000・・・・1.4％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比-0.3 万件の 24.7 万件となり、市場予想を上回ったものの、4週ぶりに減少した。申請件数の 4週移動平

均は、前週比+2250 件の 24 万 5750 件。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-2.0 万人の 194.5 万人となり、6 週

ぶりに減少した。受給者総数の 4 週移動平均は、前週比+2250 人の 194 万 9250 人となった。受給者比率は、前週と変わらず 1.4％だっ

た。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月米生産者物価指数（前月比） 0.1％（予想 0.0%・前回 0.0%） 

 

6 月米生産者物価指数[コア] 0.1％（予想 0.2%・前回 0.3%） 

 

6 月米生産者物価指数（前年比） 2.0％（予想 1.9%・前回 2.4%） 

 

6 月米生産者物価指数[コア] 1.9％（予想 2.0%・前回 2.1%） 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

6 月の米生産者物価指数は、前月比+0.1％となり、前年比では+2.0％となった。エネルギー価格が下落したものの、食料の値上がりが

押し上げ要因となった。また、変動の激しい食品とエネルギー、貿易を除く指数は前月比+0.2％、前年比では+2.0％となった。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.7％（予想 0.3%・前回 0.8%） 

 

5 月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 3.8％（予想 3.5%・前回 3.9%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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23：05 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB 議長 

 

・「財務省の提案は、危機リスクを高めかねないものもある」 

・「インフレを非常に注意深く見守っている」 

・「労働市場はかなりタイト、賃金上昇圧力が加わる可能性もある」 

 

・「財政政策による不確実性は、現時点で極めて高い」 

・「バランスシート縮小で市場を動揺させたくない」 

・「保有資産の縮小期には、長期金利はいくらか上昇する可能性がある」 

 

・「イールドカーブは金利設定で考慮する要素の一つ」 

・「保有資産の縮小はゆっくり、段階的に実行する計画」 

 

 

0：25 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB 議長 

 

・「GDP3％成長なら素晴らしいが、かなり厳しいと予想」 

・「第 2四半期の成長は、前期比で著しく高くなると予想」 

 

 

1：55 

≪ 要人発言 ≫ 

マクロン仏大統領 

 

・「自由で公正な貿易でトランプ氏と合意」 

・「反テロでトランプ氏と完全に歩調を合わせている」 

・「シリア終戦後のロードマップをトランプ氏と協議」 

 

 

1：57 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領～パリで発言 

 

・「マクロン氏と安全保障での提携強化を協議」 

・「米国は環境保護のリーダーになる」 

 

 

2：00 

≪米財務省 30 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.936％（前回 2.870％） 

最低落札利回り・・・・2.500％（前回 2.720％） 

最高利回り落札比率・・・30.56％（前回 63.87％） 

応札倍率・・・・・・・・2.31 倍（前回 2.32 倍） 

 

 

2：05 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・「インフレ率は、中期的に 2％目標を達成し上回る」 

・「最近のインフレの軟調は、一過性の可能性が高い」 

・「バランスシートの縮小は、年内開始が適切になる」 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。FRB が早期の追加利上げに慎重との見方が引き続き支援材料となり、主要株価は堅調な動

きとなった。ただ、前日の上昇で利益確定売りも出やすく、やや上値は限定的となった。独 DAX 指数は小幅高となったが、英 FT100 指

数は小幅安となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 1.80 ドル安の 1オンス＝1217.30 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金はドルが主要通貨に対して上昇したため、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢となった。また、米国株が概ね堅調に推移した

ことから、比較的安全な資産としての需要も後退した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.59 ドル高の 1バレル＝46.08 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、IEA（国際エネルギー機関）の月報で、今年と来年の世界の石油需要が増加するとの見通しが示されたことが好感され、買

いが優勢となった。   

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、イエレン FRB 議長が議会証言で早期の追加利上げに慎重な姿勢を示したことが引き続き材料視され、主要株価は堅調な

動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、2営業日連続で終値ベースの最高値を更新した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米物価関連の経済指標が堅調な動きとなったことや、米株価や欧米の国債利回りが上昇したことも

加わり、円が売られる動きとなり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。その後は、終盤まで上値の重い動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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